楠山正雄のアンデルセン翻訳(下) : 『雪の女王』の新旧版の比較 by 南 菜緒
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頁・行 旧訳本文
175・2 雪の女王のお披での出来事と』その後の話【。】
175・4 雪の女王の※御殿の壁ははげしく底主益ゑ雪から出来てゐ
て、※窓や戸口は身を切るやうな風で出来てゐました。
175・6 そけこらにれはて百ゐ以支し上た主向廉聞が順に並んで盆孟Eみんな雪l三弦主ユ
175・8 産聞の中で一番大き吐血は【】整理l二わたってゐました
175・9 動、北極光がこの庚聞をも照して&左@豆、その大きな、が
らんと」主、氷のやうに冷たい車問l基本匿績麗I.;;誕2工ゐま
Lと。
175・12 繁しみといふものl孟まるでないと乙ろでした
175・13 あらしが音楽を奏で、熊【主主】があと足で立ちあがって、気ど
って踊るダンスの舎も牟且主JL若い白狐の貴婦人の聞に、
させLんや【かでなした茶工脂曾が聞かれる【なんて】ことも【、決して】ありま
176・2 I(略)たEがらんとして(略)
176・3 ※北極光はたEもうあか/"-と輝いてゐたものですから、そ
れをはっきりと見ることが出来ました。※
176・4 」の大きな【、】がらんとした【、】雪の漬聞のまんなかに、何
千といふ教に宣也主【、】凍った湖水畠岳民主がありました
176・6 割れた湖水は【皆】、同じ【やうな】形をして【ゐましたので1
立派な美術品牽室~主主主主l.J;;:
176・7 この湖のまん中f:、内にゐ却寺l孟雪の女王tJ5.坐ってゐまし
た
176・7 そして【、】自分は理性の鏡の中f:※坐ってゐる※のだ、
(略)
176・9 力イは寒さのため【に】、【全身、】紫色といふよりfj:__【ほとん
ど】墨4なってゐました。
新訳本文 分類 考察
雪の女王のお城でのできごととーそののちのお話 8、C 旧訳では章題に句読点が付いている。 18訳で読点に
なっているところは、新訳では空欄で表されている。
雪の女王の※お械は、はげしくAま主主~雪が、そのままか A、C、D、F 主語が違うからか、|日訳では「壁」と「窓や戸口」の説
ベになり、※窓や戸口は、身をきるような風で、できていまし 明、新訳では「お城J全体の説明をしているようであ
た る
I危むね全I土盛こみは企ん玄、な百室雪い盆の以広λ盟、う告@はが広立定五間つE断が壬名些のωι-r>んl主少主はわ『たらっんていで也ましたa見 A、C、E
B.C 
つよい極光がこの広間をもてらしてじ工、手71rサザエ-Hま弓 1ま A、C、D、E |日訳の r~な広聞はー」という表現で1孟「…jにあた
か大きく、がらんとL工じ工、れか/ごt氷のようにつめたく、主 る「締麗に光ってゐ」たことが要点のようだが、新訳の
b室!:u工盟主玄l.J;;: fそれ(広間)は~で・ Jという表現では r~Jも「一」も
全て広間の様子として重要なことのように感じる。
.r鯖麗lニ光ってゐJたのと「ぎらぎらして見え」たので
は広聞の雰囲気が変わってくる。
たのしみというものi[2，まるでないところでした A. C 
あらしが音楽をかなでて、ほっきょくぐまがあと足で立ちあ A、B、D、E
がって、気どっておどるダンスの会もみi;71宇#正 わかい白
れぎ(略つる)ねこたとのだも貴るあ婦ヨりがま人せEの?iJんあιむ仇いぜだてに、ささやかなお茶の会がひらか
(酪) IA 
53 
※極光のもえるのは、ま』とにきそく正しいので、いつがいちば D、F 極光の描写、何が「はっきり見Jえるのかが違う。旧訳
ん高いか、いつがいちばんひくいか、はっきり見ることができま では単に『輝いてゐ」ることについてだが、新訳ではそ
した。※ のると「き詳そしくく書正しかjれさてのいたるめに「高さの変わる様子Jが分かl
」のぽで'f._T.i、ぐ大きながらんとした雪の広聞のまん中に、なん A、B、C、 「雪の広間のまん中jにあったものが、旧訳ではr(湖
千万という数([J;J;g且副こmエこおった、みずうみがありまし D. E 水の)かけら」、新訳ではr(かけらに割れて凍った)み
た。 ずうみ」なので、何に注目しているかが微妙に違う。
われたかけらは、ひとつひtつおなじ形をして、 .::k.iJ傷つ 人B、C、D 旧訳では「われた潟水」となっているがf湖水」がいく
5ぎって:りっぱな美術品に主主2工い孟!と つ方もがあ自る然わでけあでるはのないので、新訳の「われたかけら」の
こわのっみていずまうしみたの何まん中L、お誠にいるとき』雪の女王l孟す C、D は旧大訳衆の的「内なJ表とい現うで語あはる、.r女王」の住む「お城jとして
そしてじぶんは理性の鏡のなかに※すわってい※のだ、 B、F 新訳では、旧訳の「坐ってゐるJの「る」が抜けて、代
(略) わり!こ空欄になっているが、単なる脱字と恩われる。
カイは~~にIIて;さむさのため、まっ膏/ご、というよりは、主 A、B、C、D 旧訳の「紫色」が新訳では「まっ青Jf:なっている。』
主墨4なっていました。 れまでもそうだつたように、旧訳での「紫」は全て、な
ぜか改訳でf青」や「水色Jなどそれに近い色!こ変えら
れている
1176・10 よじふ迫l孟雪の女王がキッスして、カイの種から、※さむさと
をつて※しまったからです。
176・1 カイはたひらな幾枚かの鋭い氷のかけらを、あっち【、】」つ
ちL三運んで、色々にそれを組合せて、何か作らうと思込玄」
主n
176・13うまとるすでるわのたとし同遣じがで、し※た積。※木を重ねてむづかしい物の形を作ら
176・14 カイも主AL込見事な形を盆盟孟.!..t;o
176・15 (略)世の中で※一番※大切なもののやうに見えました。
176・16 カイは字を盆b3.と思って、氷のかけらを並べましたが、自分
が血泣いと思ふ字、即ち、「永遠」といふ字をどうしても盆ゐ
ことは出来ませんでした。
177・3 でも【雪の】女王はじ丘玄」左。
177・4 「思もふしおや前うににな、るそよの字(略を作)J ることがわかれば、【自分の】髄iJ5.
177・6 けれども、カイには出来ませんでした。
177・7 r;:れからわたしは温かい圃々へ魚いで仔つで来ょう』王」工
と黒い鉢を@王室込&主蕊工~三 |ι霊自主主催l、u茎!
177・8 黒い鉢といふのは、※'i，本IすL¥r.:b2'、ヱトナの山と、ヴヱス
ヴィオの山のことでした。※
177・10lれr(ば略な)葡らな萄いやかめらn I を【、】おいしくするために【広比主l土
177・12 (略)氷の大康問で、氷のかけらを見つめて、(略)
177・13 【カイはまるで】じっと【したまL】動かずにゐまたしかたも易知手れ』まムせはカ
イ主凍りつい玉、死んでしまったのだと思つ
ん。
177・16 孟自瞳主主主~(略)
177・16 静(略か)巳ゲ怠ル2ダ主がLタ重の工』まお祈L乞をあげると、眠つ【てしまっ】たやうに
178・2 (略)寒いがらんとした慶聞をぬけて、とう/'"カイを見つけま
した。
よじ2よ辿孟、雪の女王がせっぷんして、カイのからだから、 A.C、D、F
※さむさをすいとって※しまったからです。
カイは、たいらな、いく枚かの主主じ氷の板を、あっちこっちな A、B、C、D
s!はこんできて、いろいろにそれをくみあわせて、なにかつくろ
うと」王じ孟.!..t;o
まるでわたしたちが、※むずかしい漢字をくみ合わせるようでし F
た※
|と力イ。も、;;;;J!2出訟」ばみご抑をつQlる!i茎! A、C
(略).:の世の中で※一ばん※たいせつなもののよう1:みえま A、F
した
カイは、 Ifjでひtつのことばをか者あらわ手弓とおもって、のこ A、C、D
らず句氷の板をならべてみましたが、自分が盆Elb.l..左~と
Qお出もう土ここととぽr~、すなわち、「永遠」ということぽを、どうしても2
はできませんでした
でも、女王はい2工いま!と A、B、C
「もしおまえ(に略、)そJの形をつくることがわかれば、からだ阜且血 B、C、D
こなるよ
けれども、カイには、子;htJi'できませんでした。
r;:れから、わたしは、あたたかい園を、芦つ台u.zレ定わLJIで」 A、C、D、E
|よのう斗ぞ4いてくる重劃伺a鎚叩叩叩叩l迄起胡叫王副副l怯凶一韮おl
鳳なべというのは、※ヱトナとかヴェスヴィオとかμ:r:f-プ-(;t A、D、E、F
イタリア半島の南シシリー 島の火山。ヴヱスヴィオはおなじくナ
ポリ市の東方にある火山。)、いろんな名の、主主盗ムぬのこ
とでした。※
r (略)ぶどうやレモンをおいしくするためLいいま5:&iJ.、s.oJ B、C
(略)氷の大広聞のふ、かで、氷の板を見つめて、(略) A、D
もう、」ちこちになって、おなかのなかの氷が、みしりみしUい A、B、C、F
うかとおもうほど、℃っとうごかすじいました 21'-;1事;J.t-，F、f， 
血か卒もし、れ力まイlせ孟こんおn りつい主主弘、死んでしまったのだとおもった
畠包主A二孟@与毒 (略) E 
(略)しゲずルかダ1こがな、っゅてうしペまのおいのりをあげると、ねむったよう A、B、D
に いました
(賂)さむい、がらんとしたひろまをぬけて、一一とうとう、カイ A 
をみつけました。
「キッスj→「せっぷん」
'1日訳では「さむさとをつてJとあるが、おそらく「とJと
る「をとJ思がわ反れ対るの。誤字で、正しくは「さむさをとってJであ
どちらにも「たいらなJとはあるが、旧訳の「鋭い氷のか
けら」と、新訳の「うすい氷の板」とでは、カイの持って
いる「氷」の大きさや形のイメー ジが変わる。
カ違イうが。底氷本で作によるる様も子ののか例。えが、「積木」と「漢字」とで
新なく訳よのく作「手りこのまこれんだて」いかるら感はじ、が単伝にわ「るみεごと」なのでは
新は訳「いはち「ば一んばJんだ」とと恩なわっれてるい.るが、「ぱ」は誤字で正しく
「字Jとr;:とぱ」という語の違いで雰囲気が違う。「字」
という語は「記号」としてのイメー ジが強いが、「ことぱJ
はもっと内容に重点が置かれている感じがする。
女いる王。は旧訳でも「字J、新訳は「形Jとし、う語を使って
火山を指す語が「黒い鉢」と「黒なベjで違っている。
旧訳では「エトナjと「ヴェスヴィオJの2つのU.Jだけを
指しているが、新訳ではそれらは火山の例であり、「黒
なべJには他の火山も含まれている。
説.rがエ量ト産ナせ」と「ヴェスヴィオ」について、下部に詳しい解
られている
力イが動かずにいたことについて、改訳後はその様子
の描写が詳しくなっている。よりその「冷たさJや「固
さJが伝わってくる。
新訳では、カイを見つける瞬間が「一一jで強調さ
れ、続く「とうとう」の意味がより深みを持っている。
σ3 
<.0 
178・3 で、いきなりカイの首すぢめがけで飛'dかLつで粁つで、竪4
抱きしめながら、(改行)rカイちゃん、好きなカイさん。【こ
れで】ゃっhわがLf::t【あなたを】見つけた@よρ」と叫びまし
た。
178・6 |まけLれ乙どもカイは制樹、主民此都な五坐:::u::ゐ
178・7 それはカイの胸の上に落ちて、心臓の中まで浸み」んで=氷
【のかけら】を溶かして、【そして】心臓のなかζ盆2主ガラス
のかけらをなくなしてしまひました。
178・9 ゲルダは【歌を】歌ひました。
178・10 (3字下)※うつくしきばらはたのし。
(3字下)イエスのめぐみはさらにたのい※
178・14 |カ出イてがしあままひりまひしどたく。泣いたものですから、ガラスの剰が目から
178・15 主び盃で主聾力をイ上はげ、ま乏し血た.:iJ5!:t..&五tr.ある「とがま主治、2去の主 大喜
179・1 「ゲルダちゃんE※ゲルダちゃんだったの。※
179・1 は【あどなこたにはゐ、た】金今主ま立で与どこIへ(略行)って【ゐ】たのzそしてまた、ぼく
179・3 r (略)なんて玄室.Q工、がらんとしてゐるんだらう。 J
179・4 主」工カイはゲルダに直、1・!:.!つ室率kt;
179・5 氷のかけらまで、よるιム豆踊り出しました。
で、いきなりカイのくびすじにJ:'dついで、J.Q企旦だきしめなが A、B、C、
ら、(改行)rカイ、すきなカイ。ああ、ホが1.)-弓舟弓みつけ D、E
た盆。」と、さけびました。
けLJれつどめも令、〈カなイ勺はτ皇い盛支るl去室副主(.;、じっと1...:虫色l孟 l孟:Jf=.な 人 C、E
それはカイのむねの上におちて、しんぞうのなかにまで、しみ A、B、C、
こんで盆益事L.t;;..，-iたにた;J;?t:氷をとかして、しんぞうの中 D、E
阜、傭のかけらをなくなしてしまいました。
ゲルダはうたいました。 B 
(-fi.空き〉 A、F
(3字下)※ぱらのはなさきではちりぬ
(3字下)おさな子エスやがてあおがん※
{一行空き)
カかイらが忽、ちあ':L6ま必りひげどでくで泣ていしたまもいのまでしすた。から、ガラスのとげが、 目 A 
主えを£ιあ力げイまはし、た!:l.&!:l.:J5.盆a、!:l車Lt:孟L:工 大よろこびで、」 A、C、E
「ゃあ、ゲルダちゃんE ※すきなゲルダちゃん。※ A、E、F
「んだろいうまnまI(で臨心〕いってたのJ してまた、ぼくはどこにいた A、B、C、E
r (略)なんて本主4工、がらんとしているんだろうる、あ。 J A、C
ι三じ2工、力イは、ゲルダに、:wととりつ意志kt; A、C
ぞ.;fL;óf，あ￡以1:-のι子タJj:‘ので氷の板きれまで」民民~ A、C、D
主おどりだしました。
「ゲルダ→カイjの呼び方が違う。旧訳マは「力イちゃ
んJ、「カイさんjの両方が1つの台詞の中にあり少し
不自然である。一方これまで「ちゃんj付けで統一さ
れていた新訳は、ここでは初めて呼ぴ捨てになってお
円表、し意て図い的るよにう変でえあてるこnの時のゲルダの気持ちの強さを
新して訳いのるカ様イ子lまが「し表ゃさちれほてこいぱるつ。Jているとあり、体が緊張
旧訳では「ガラスのかけらJとなっているが、「第一の
お話」で力イの心臓に入ったのは「鏡のかけらJであ
り、他にも「氷Jや「湖水Jなど別の「かけらjが出てくる
の中はで少「鏡しj紛とらいわう語しいがn使われず「ガラスJと変わっている
「第二のお話Jにあるのと同じ讃美歌だが、その時とは
違って、旧訳の「ばらはたのしJの後は読点でなく区点
になっており、また新訳はrJがなくなっている。歌詞自
体の訳し方はそれぞれ前と同じなので、新旧で大きく
違う訳になっているのはやはり底本の違いか。
が「ぽ思ろいりと浮Jかのべ一や言すのく追な加ってでい、改るi訳後は随分その様子
旧訳のカイは「ゲルダだと分かったことjしか言ってい l
|な示いさがれ、て新お訳り、の大カき倒く違っすてきいなるj。m ダへの好意が
|力方仰が子どはもりら旧し訳いではT寧な言葉遣いであり、新訳の
「氷のかけらJ→「氷の板きれJ
り-新、分訳かでりはゃ「す氷い」も。一緒になって踊り出した理由があ
o t、.
179・6 そして疲れてまた倒れてしまった時、氷のかけらはひとりで
に、もしカイがその字が盆品主主、カイ:b5.向併の鵠事恩λ、や
うにするこ止が出来るやうにしてやらう。そして懐靴も、世界も
やらうと、雪の女王がいった字【の形】を盆日孟」左。
179・9 ゲルダはカイの頬にキッスしました。
179・9 【すると】見る/"'-※美しくなりました。※
179・9 孟"&ゲルダはカイの自にもキッスしました。
179・10 【それからゲルダは】カイの手だの足だのにキッスしました。
179・1 」れで【カイは】、五1::.!l2主主.=.盤孟i孟なりました。
179・12 女王がそれが出来れば許してやると冨った字が、ぴか/"'-
光る氷の文字で、立返i孟書かれてゐたからです。
179・14 主ら外aへ1:i.出Z二ま人したは手を取り合って、その大きな【氷の】お宮か
179・15 一人が丘2主主ιるには、風も吹かず、日の光が虫匙2工ゐ玄
」た。
179・16 (路)あの薮のある所1=来た時、そこに【は】馴鹿が二人を持
ってゐました
180・1 その馴鹿はもう一匹の若い馴鹿を連れて【来て】ゐましt~
その若い方は、子供主主に暖かい乳を皇丘、口の上にキッス
をしました。
180・8 馴来鹿てくとれ、もまうし一た匹の国1鹿とは、一人のそばについて、国境まで
180・9 そこでは初めて【、】若草※が※韮乏血L玉ゐました。
180・9 力イとゲルダは、主ζで二匹の国1鹿と、フツプランドの女に別
れました
180・1 「さやうなら。」とみんなはいひました。
180・1 森には査生よw与草の芽が一杯にふいてゐました。
180・13 その森の※外1=は※、美しい馬1=乗った若い娘が、赤いびか
/やっ¥てす来る帽まし子たを。かぶり、鞍にピストJレをこ挺2丘王、こちらに
※そして、為、出/つか、これとてばたをお2れ2て2し玄ま白いました。そのたおれ
た形が、ひとりでに、 つで支l:かそれは、もし
カイに、そのことばが:-:>-:5ih.主主、カイは向由になれるし、そし
てあたるιpそりぐっと、のこδずの世界をやろうと、雪の女王
がいった、そのことぽでした。※
ゲルダは、カイのほおにせっぷんしました。
みるみるぞ• ./L/it※ぽおっと赤くなりました。※
主込立主力イの自にもせっぷんしました。
カイの手だの足だのに6せっぷんしました。
」れで、L.:2丘地4 庄ム主i孟なりました。
だって;女王が、それができればゆるしてやるといったことば
たがか、ぴらかでぴすか。ひかる氷のもんじで、且2主旦Aニ子ζにかかれてい
ミtて:王ι主ふたりは手をとりあって、その大きなお械からそと
へでました
ふたりが丘4主主主主には、風もふかず、お日さまの光がな:b5.
主主t，;W主!と
(略)あの木やぶのあるところにきたとき、そこに香久となか
いがIIてふたりをまっていました
そのとなかいは、もう一びきのわかいとなかいをつれていまし
t~ζEこのわかいほうは、ふぐ";fL1::f!U:ð;がるふたlj，のこ
どちものた上ちににせ、あたたかしまいしおたち。ちを出lでの定サで〈れで、子のく
っぷん
となかいと、もうーび国き境のまとでなdかb‘ぐいっとではき、てぞくJれLJd.'ま4したふ。たりのそり
l二ついてはしって
そこでは、はじめて草の緑※か※主え孟」王いました。
カのイ女ととゲにルわダかtれはま、しιた-=で、一ひきのとなかいと、フツブランド
(iJkfi) rさようなら。」と、みんなはいいました。
森には、盆{!2草の芽が、いっぱいにふいていました。
その森の※中から※、うつくしい馬Lのった、わかいむすめ
Iがさし、て赤‘いぴかびかするぼうしをかぶり、くらにピストルをこちょう
こちらにやってきました
A、B、C、
D、F
D 
A、B、F
C、D
A、B、D
B、C
A、C、D
A、B、C、D
C、D
A、B、D
A、B、C、
D、E
A、D
A、B、C、
D.F 
A、C、D
A 
A.C 
C、F
. '-'-でも旧訳では「字J、新訳では r~とぱJである。
-カイが解放されることについて、旧訳では「体」につ
いてのみの言及だが、新訳では「自由になれる」とい
うのが「体Jだけでなく「心」も含まれている感じ。
旧訳では「様靴も、世界も」と関係性がなく突拍子
なかった部分に、「あたらしいjや「のこらずのJという
要素が入り、なんとなく自然な形になっている。
「キッス」→「せっぷんJ
キスされたカイの「ほおJがどうなったかが全く違う。旧
訳の「美しくな」ったというのは文脈から違和感があ
る
「キッスj→「せっぷん」
ゲニルュアダンのスキがス違でうカtイがどうなったか、新旧で微妙に
「字J→「ことぱ」
「立派にJと「はっきりとJでその文字のイメージが変わ
る
.r日J→「お日さま」
訳.rでおは日ゲさルまのダと光カjはイが、旧行訳くとで輝はきす出ですによ輝ういにて取いれてる、n新
-となかいがゲルダとカイに乳を飲ませるシー ンが新
訳でより詳しく書かれている。
「キッス」→「せっぷんJ
-新訳は「草の緑か」となっているがおそらく誤字で、
正しくは「が1であると恩われる
新訳では別れの言葉が改行されて強調されている。
」のむすめが出てくる場所が、旧訳では「森の外j、
新ル訳ダたでちはのf森現の在中坦(全か違らう)よ』とう違にっもて取いれてる、ともするとゲ
-t、
180・14 をゲ引ルっダは張そっのた馬馬をで知あっったてかゐらまでしたす。cそれはゲルダの金の馬車
180・15 そして、」の娘は追剥の娘でした。
181.1 そしてもし北の園が気に入らなかった【な】ら、(略)
181・4 「【もし、】あなたこ【は、世】、界ぶのら果つまきで屋捜のし天に才行主っ主て盆やιるだζけ鍾のあ健な
た【など】のためl
うちが~、と:2t!、主Eり古い位主主~.1ι孟@鐘l喜志4J;J、
弘主]孟=
181・7 け主れ女どともはゲどルう盆ダすはコそ左のか娘との尋頬ねをま軽しくた※の打ちながら※、宝子と
181・9 「あの人達は外園へ行って」孟込孟L左ρ」と追寺町lの娘が答へ
ました。
181.10 「止&ζ主、烏はどうして。 J(略)
181.11 「孟盆』烏は死んで」茎♀孟」左よ。牝の島民、やもめになっ
て、[民主Q;lJ量「畠い孟~轟音玄つけて、【大へん怨め
しさうに、】泣言牽冨つ工u よ@話主主ti.-【でも、それは】
l話噂だしてけ王主主立L主l。盆こ&ん1，レど鵠はが【あいなnた主がLt-_、】どんな旅をしたか、(略)
181.15 Iそたこ内で、カイとゲルダは、※一人の話※を園虫、:tt工生り蓋し
181.16 「※手っとりばやくさ。※」と追寺町lの娘ti.且L孟」孟ρ
182・2 |そ訪しねてよ、う【とそ約の束娘しはまμした の手を取って、(略)きっと【一人を】
182・4 それから娘は馬を急ti.:tt玉、 e;:.トヰ，知らず出て行きました。
182・5 でも、カイとゲルダとは手をとりあって進ム豆行きました。
182・7 【一人は行けば】行くほど、【段々 】そこらが(略)
182・8 お寺の鐘が聞えて、【一人は尖った】高い塔と、大きな町が
見えて来ました。
182・11 そっこてで、部二人屋はへ、はおいばりまあしさたん。のところへ行って、梯子段をあが
182・13 そこでは何もかも、いつまtと塗つ王l孟~玄盆bJ.主l...t;;
182・14 【大きな】柱時計l孟【、]tJ..ItJ..I..止時存書l|んTS、針民廻って
乏盟孟.l..1;.o
182・15 立込ζ主【一人Iま】、※いくつもの部屋を通りぬけた時※、自
分蓬がもう大人になってゐることに集がつきました。
183・2 カイとゲルダは、(略)
|ゲ車ルをひダはっIそまっのた馬馬をでしあっってたいかまらしたでoすf。そJれは、ゲルダの金の馬 A 
そして、』のむすめは、丸山のおいはぎのこむすめでした。 A、D
そしてもし、北の国が気にいらなかったら、(略) B 
「おまえさん、ぶらつきゃの庶タで段、たtIL.J.をおやぶんさ A、B、C、
んがよ l占孟岳宜主位i基畠4bいい孟l..t..Jおまえさん D、E
のために、世界のはてまでるさがしにいってやるだけのねうち
が、 I、「がI、広「がの由、Li;」
けがれら※ども、主ゲ手ルと王ダは女、とそはの、あむのすのめ呑のどほうお主をコ、左か企るとくき※きさますLり左なβ A、C、F
こ「あむのす人めたがちこはた、え外ま国しへた。いってL孟2立金主。」と、 おいはぎの A、C、D
「主込豆、からすはどうして。 J(略). C 
「盆昼、からすは死んで」茎21与よ lルわす仇州、I、中lナー A、B、C、
Lぞれでさ、おかみさんがらす主、やもめになって、墨民孟ゑD、E
a轟主主量「つけて泡、をい工l孟a、!:lい~2工い2!土色ζ、う
わ(略さ)閉話すし怠てるお2くnれEFnあl、こんどは、あれからどんな旅をしたか、
そL玄こLでと、カイとゲルダとは、 tJl;t).あって:※の」らずの話※を A、C、F
「※そこで、よろし※く、jとち、んむがすらもめんl孟がUらUか室、Lでともa、まあうまくいっ C、D、F
てよかったわ
そして、ふたりの手をとって、(略)きっとたずねようと、やくそく A、B
しました
それから、むすめは馬をι民」玉、ひろい世界三でて行きまし A、C
た
でも、カイとゲルダとは、手をとりあって、盆ゑじ王いきました。 A、C
いくほど、そこらが(略) B 
お寺の鐘がきこえて、 <l3ld:じみの高い塔と、大きな町が見え A、B
てきました。
そこでふたりはへ、やおへばはあいさりまましのた家。の戸口へいって、かいだん D 
をあがって
そこではなにもかも、:ttbJ.ι虫、ま2.2工い茎~ C 
柱どけい'ti.I.力、ソ千ン力、ソ子ン/じ2工、針ti.まわってじ孟」 A、B、C
立。
l土色と、※その戸口をはいるとき※、じぷんたちが、いつ」がも A、B、C、F
うおとなになっていることに気がつきました。
カイとゲルダとは、(略) A 
ゲルダが馬他をに知はっなていい表た現理で由めがず、ら新し訳いで。はoで書か
れている
むすめの話し方はやはり、全体的に旧訳は品のある
感じ、新訳は下品な感じである。「あなた」と「おまえさ
ん」、「天才Jと「おやぷんさん」といった使う単語の逮
いや、言葉遣いの違いが「むすめ」像に大きく影響し
ているといえる
はゲル「さダすはIむってすいめるの。ほどおちらをか、!は日訳誤で訳はかr打ち」、新訳で
-他と同じく昌葉遣いが大きく違う。
!日訳の雌のからすは「大へん怨めしさうに」している
とあるが、新訳では「怨めしい」という要素はなくなり、
ただ「ないてばかりいるjとなっている。
何の話か、表現が違っている。
訳訳のが全「手く違っとっりてばいやるくの」はとは底何本ののこ違といをに指よしるてもしのか。 旧、るのか
塔についての説明が違っている。新訳では「おなじみ
のより」ともあ一る足の早でく、伝二わ人るが。故郷に戻ってきたことが、旧訳
「おばあさんJ→「おばあさま」
柱どけいの音が、|日訳の方が早く、新訳の方が遅そう
である。新訳ではrJで書かれ、実際に音が鳴っている
かのようである
「自分たちが大人になったことにいつ気付くか」が違つ
ている。 i日訳では「いくつもの部屋をjとあるので家の
と中あでるのの複で数一の瞬移の動タをイ通ミンしグてで、あ新る訳よでうは。rその戸口を」
ひ3r、
183・3 一人はもう、※重苦しい夢のやうな雪の女王のお宮の、寒 ふたりはもう、※あの雪の女王のお城のさむい、がらんとし
い、がらんとした荘厳さを忘れてしまひました。※ た、そうごん;"'ltL.ぎを、ただぼんやりと、おもくるしい夢のよう
におもっていました。※
183・5 おばあさんは、神さまのうら幼、な日の光を溢正工、「膏曹、 おばあさまは、神さまの、うららかなお日さまの光を盗話盗
もし、嬰聖見書のの如一く節なをら讃ずぱん、天匿に入ることを得じ。 jと、高ら
かに でゐました がことふを、え「なじん白lじとら、高、もらしか、にお聖さ書なごののーごせとつくをなよらんずでぱい、天まし国たにいる
183・8 そして【すぐに】、 そして、
(3字下)※うつくしきばらはたの」 (-fi空き)
(3字下)イエスのめぐみはさらにたのし。※ (3字下)※ぱらのはなさきではちりぬ
といふ讃美歌の意味存知るこJ'が州爽室u子。 (3字下)おさな子エスやがてあおがん※
(一任空き〉
というさんぴ歌のいみ必、/ご;Þ;óにんオフ~グ辻わかっで安定l
左
183・141;平【そ供れのは二ま、人L】ではち慢ゃ櫨をうどかこ夏そけ大でてしゐ持たまEし暖つたし討の¥ 重や出叩品A夏供で叫した。却すは 正ι直2L!?工はふこたどりもはの、主か主ら主だ、こぞそご大/ごきこくしなをっ剖てTも!、ていやまはしりたこど。もで、
183・16 でしたE 暖L (atfiJちょうど夏でしt=..."あたたか~\みめぐみあふれあ夏で
した。
A、D、F
A、C、D
A、B、C、F
A、C
A、B、C
「雪の女王のお械の景色」について一人は、旧訳で
はすでlゴ忘れてしま」い、新訳では「おもくるしい夢の
ようにおもってjいる。「おもくるしい夢のよう」という部
分のかか.文る脈語とのし違ていはな新の訳での、方どちがら自か然がで誤あ訳ろだう。と思われるが
「日」→「お日さま」
-讃美歌の書き方は先のものと向じ。
-讃美歌の意味について、旧訳では「知ることが出
来」た、新訳では「はっきりとわかってき」たとあり、「知
る」のと「わかる」ので微妙lこニュアンスが違う。
「どんな夏か」が違っている。新訳の「みめぐみあふれ
るJはキリスト教的であるが、原本では宗教用語が使
われているのだる玉虫~
σ3 r、
